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ソ
ロ
モ
ン
諸
島
国
歌
を
会
場
全
体
に
響
く

大
き
な
声
で
歌
い
あ
げ
歓
迎
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

　

日
本
政
府
代
表
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

首
相
が
「
希
望
と
夢
に
満
ち
た
素
晴
ら
し

い
愛
知
万
博
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
光
栄

に
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
友
情
出
演
の
「
和
太
鼓

か
つ
み
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ス
テ
ー
ジ
の

大
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
阿
久
比

の
四
季
の
映
像
と
と
も
に
、
心
に
響
く
力

強
い
和
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
の
た
め
に
、

首
都
ホ
ニ
ア
ラ
の
あ
る
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島

か
ら
約
百
㌔
離
れ
た
サ
ン
タ
・
イ
ザ
ベ
ル

島
か
ら
来
日
し
た
「
イ
ザ
ベ
ル
の
ト
エ
レ

グ
パ
ン
パ
イ
プ
楽
団
」
が
民
族
衣
装
を
身

に
着
け
登
場
し
、
竹
を
使
っ
た
手
作
り
の

笛
（
パ
ン
パ
イ
プ
）
や
打
楽
器
を
演
奏
し

な
が
ら
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
舞
踊
で
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

　

パ
ン
パ
イ
プ
は
竹
を
使
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
私
た
ち
日
本
人
に
も
受
け
入
れ
や

す
い
素
朴
で
郷
愁
を
そ
そ
る
音
色
を
奏
で
、

日
本
の
曲
「
涙
そ
う
そ
う
」
の
演
奏
が
披

露
さ
れ
る
と
、
動
か
ら
静
へ
と
会
場
の
雰

囲
気
が
変
わ
り
、
式
典
出
席
者
の
心
を
引

き
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
が
出
展

し
て
い
る
パ
ビ
リ
オ
ン
、
グ
ロ
ー
バ
ル
コ

モ
ン
６
の
南
太
平
洋
共
同
館
前
な
ど
で
児

童
ら
が
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
Ｐ
Ｒ
の
う
ち
わ
を

万
博
入
場
者
に
配
る
な
ど
し
て
、
こ
の
日

は
一
日
中
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
ナ
シ
ョ
ナ
ル

デ
ー
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

七
月
十
三
日
、
愛
知
万
博
（
愛
・
地
球

博
）
長
久
手
会
場
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ル
で
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
公
式
式
典
に
は
、
愛

知
万
博
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
町
と
し
て
、
阿
久
比
町

か
ら
町
長
は
じ
め
町
関
係
者
五
十
七
人
と

町
内
小
学
六
年
生
の
児
童
二
百
三
十
四
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
児
童
が
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の

ア
ラ
ン
・
ケ
マ
ケ
ザ
首
相
を
出
迎
え
る
際

に
両
国
の
手
旗
を
振
り
、
国
歌
吹
奏
で
は

町
内
小
学
六
年
生
児
童

公
式
式
典
に
参
加
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